上海 の 商務 印書 館から 世界 叢書と 云 ふ ものが 出て 

に っぽん 

ゐる。 その 一 つが 「現代 日本 小説 集」 である。 これに 

あつ くにき だ どつ ぼ なつめ そうせき もリ おうぐ わい 

輯 めて あるの は 国 木 田 独 歩、 夏目漱 石、 森鷗外 、 

すずきみ へきち むしゃの こ うぢ さね あつ ありし またけ を ながよ よしを 

鈴 木 三重 吉、 武者 小路 実 篤、 有 島 武郎、 長 与 善郎、 

しがな ほや せんけ もとまろ えまし う えぐち くわん きくち くわん さとう はるを 

志賀直 哉、 千家 元 麿、 江 馬修、 江 ロ渙、 菊 池 寛、 佐 藤 春 夫、 

かとう たけを 

加藤武 雄、 僕、 この 十五 人、 三十 篇 である。 このうち、 

夏目漱 石、 森鷗 外、 有 島 武郎、 江 ロ渙、 菊 池 寛の 五 人 

ろじん ほか しう さく じん 

の は、 魯迅 君の 訳で、 その外 は 皆、 周 作 人君の 訳で あ 

こてき 

る。 そして、 胡適 校と して ある。 

ペキンに おいて 

千 九 百 二十 二 年 五月 於 北京、 II と 云 ふ 周 作 人君 

につ ぼん おい 

の 序文に よれば、 「日本の 小説 は、 二十世紀に 於て 驚異 



的 趣味に よった」 とも 云って ゐる。 も 一 つ 次 手に 紹介 

しま ざき とうそん さとみ とん 

すれば 「こ の 外に もま だ、 島 崎 藤 村、 里 見 諄、 

たに ざき じゅんいち らう かのう さく じらう さとうと しこ とう 

谷 崎 潤 一 郎、 加 能 作 次郎、 佐 藤 俊 子等の 如き 幾多の 作 

家が あって、 本来 選に 入るべき である けれども、 時間 

と 能力との 関係に よ つて この 集に 収める ことの 出来な 

かった の は 甚だ 遺憾で ある」 とも 云って ゐる。 

翻訳 は、 僕 自身の 作品に 徴 すれば、 中々 正確に 訳し 

て ある。 その上、 地名、 官名、 道具の 名 等に は、 ちゃ 

んと 註釈 を ほどこして ある。 

らしゃう もん 

例へば、 「羅生門」 の 中で は、 

きゅうだん 

帯刀 —— 古 時 的官、 司 追 捕、 糾弾、 裁判、 訴訟 等 事 _ 



平安朝 II 西暦 七 九 四 年 以後 約 四百 年。 

等の 類で ある。 尤も この 註に は、 多少 妥当 を 欠いた 

もの もないで はない。 

き やうし う 

例へば、 加 藤武雄 君の 「郷愁」 のうちに、 デコ坊 (凸 

哥児) を 註して、 

Dekkob6 —— 原意 是 前額 凸出的 小児、 後 来 只 当 作 

一 種 親愛 的譯 名。 

よ やま て 

と 云 ふの は 好い。 しかし 「山の手」 を 註して、 

山手 —— 原意 是近山 的 地方、 此処 却専指 東京 本郷 一 

帯 高地、 …… 云々 

お ほざ っぱ うし ごめ やらい ほんが う 

と 云 ふの は 少し 大雑把で ある。 牛 込の 矢来 は、 本郷ー 



ほどこ おの づか そな 

技巧 を 施さず、 自ら 清新の気 を 具 ふ。 極めて 人 を 

感動せ しむる 力量 あり。 彼 は 「彼が 三十の 時」 (千 九 百 

十五 年) の 序の 中に、 嘗 つて かう 言って ゐる。 下略。 

等の 類で ある。 

これ を 現代の 日本に 行 はれる 西洋 文芸の 翻訳書に 比 

ベても あまり 遜色 はない のに 違 ひない。 もっと 詳し 

く 紹介 すれば 面白い かも 知れない が、 少し 面倒く さく 

とど 

なった からこれ だけに 止める ことにする。 

(大正 十四 年 三月) 
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